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表を用いて示している。この表は 2 音節 AB 式擬音語1の声母(1 音節における最初の子音)
の組み合わせを表しており、左側の縦一列は AB 型語の 1 音節目の声母を、一番上の横一
列は 2 音節目の声母を示している。 
 
表 1: AB 式語の声母の組み合わせ 
 Ⅱ 
Ⅰ 
b p m f d t n l g k h j q x zh ch sh r z c s ∅ 
b     ●   ●    ●           
p     ● ●  ●    ●    ●       
m                       
f                       
d     ●   ●               
t     ●   ●               
n                       
l     ●                  
                                                        
1
 guang’lang や pu’tong のように、語の構成要素が 2 音節のものを指す。 
中国語の擬音語における子音の違いとそれが表す実態音の大小 
―有気音と無気音の対立を中心に― 
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g ●    ●   ●    ●   ● ●       
k ●    ●   ●        ●       
h        ●   ●    ● ●       
j            ●           
q                       
x                       
zh                       
ch        ●               
sh        ●               
r                       
z        ●               
c        ●               
s                       
∅        ●               







域による差もある。       (野口 1995: 16 より引用) 
  中国語の擬音語においても、有気・無気の対立がみられる。例えば、guanglang で表される実態音の
大きさを強調する時は、kuanglang と有気音になることがある。これは有気音が、無気音に比べて気音
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3. 調査 
 実施した調査は調査 A と調査 B、調査 C の大きく 3 つに分かれている。調査 A では、
主にアンケート調査とインタビュー調査をおこない、大きな実態音を表す例文やシチュエ
ーションにおいて、実際に有気音を含む擬音語がよく使われているのかを調査した。それ
を受けて調査 B では、インフォーマント 3 人に対しディスカッション形式で調査を実施し、
擬音語における有気音・無気音の対立と音象徴の違いについて詳しく話を聞いた。調査 C
ではコーパスを用いて、今回調査対象とした擬音語の使用頻度を調べていくとともに、調
査 A、B の結果と比較、考察した。なお、調査する際には表 1 で有気・無気の対立がある
とされた AB 式擬音語のうち、『中国語擬音語辞典』(野口編 1995)の中でほぼ同じ意味が書
かれていた以下の 16 個の擬音語を調査対象とした。表中の a の擬音語は 1 音節目の声母が
有気音のもので、b の擬音語は 1 音節目の声母が無気音のものである。 
 
表 2: 調査対象の擬音語 
 a b 意味 
(1) ka’beng ga’beng 堅いものが圧力を受け、その結果として出る音を
表す。 
(2) ka’zhi ga’zhi 強く圧力が加わって出るきしむような音を表す。 
(3) kuang’dang guang’dang 堅いものがはげしく打ち当たる音。 
(4) kuang’lang guang’lang 堅いもの(金属や磁器など)が打ち当たる音や割れ
る音。 
(5) pu’dong bu’dong 人やものが落ちたり倒れたりする音。 
(6) pu’tong bu’tong 人やものが水の中に落ちたり、倒れたりするとき
の音。 
(7) tang’lang dang’lang 金属製のものが打ち当たって出る音。 




3.1. 調査 A 
3.1.1. 予備調査 














した結果は得られなかった。例文によってはインフォーマント 5 人中全員が a の有気音を
含む擬音語の方を選んでいたが、これは b の擬音語をそもそも聞いたことがない、もしく
は使ったことがないということが原因であった。 
次に予備調査②では、表 2 にある 16 個の擬音語のうち、予備調査①でインフォーマント
からあまり使わないとされた(6)と(8)の 4 個の擬音語を除く計 12 個の擬音語を用い、予備
調査①のときとは異なる 5 人のインフォーマントの方にインタビュー調査を実施した。イ
ンタビューでは、大きな実態音を表すようなシチュエーションをこちらから提示し、その
シチュエーションでは a と b どちらの擬音語を使うかを聞いた。なお、シチュエーション







 予備調査②で使用した 12 個の擬音語を調査対象として、2010 年 8 月下旬にインフォー
マントに対しインタビュー調査をおこなった。インタビューでは、大きな実態音を表すよ







号で、一番上の横一列は表 5 の a (有気音を含む擬音語)、b (無気音を含む擬音語)を表す。 
 
表 3: 調査対象の擬音語② 
 a b 
(i) ka’beng ga’beng 
(ii) ka’zhi ga’zhi 
(iii) kuang’dang guang’dang 
(iv) kuang’lang guang’lang 
(v) pu’dong bu’dong 
(vi) tang’lang dang’lang 
徐 しぇんしぇん 
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3.1.2.3. インフォーマント 
 10 代～60 代の中国人インフォーマント 20 人にご協力いただいた。20 人全員が北京出身
で、母語は中国語の普通話2である。年代と性別の内訳は次の通りである。 
 
表 4: インフォーマントの情報 
 男 女 年代別合計 
10 代 1 人 2 人 3 人 
20 代 2 人 3 人 5 人 
30 代 1 人 3 人 4 人 
40 代 2 人 2 人 4 人 
50 代 1 人 2 人 3 人 
60 代 0 人 1 人 1 人 
合計 7 人 13 人 20 人 
 
3.1.2.4. 調査結果 
 次の表に調査結果を示す。なお、平均値は小数第 2 位を四捨五入した。 
 










                                                        
2
 中国における標準語のこと。北京語の発音を基本としている。 
 a b 計 
(i) 10 人 10 人 20 人 
(ii) 9 人 11 人 20 人 
(iii) 13 人 7 人 20 人 
(iv) 12 人 8 人 20 人 
(v) 16 人 4 人 20 人 
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3.2. 調査 B 
3.2.1. 調査方法 
 2010 年 11 月中旬にインフォーマント 3 人にご協力いただき、ディスカッション方式で
調査を実施した。調査ではこちらから最初にテーマを提示し、その後インフォーマントの
方々に自由に話し合ってもらうという形をとった。提示したテーマは全部で 3 つであり、


















 計 3 人のインフォーマントの方にご協力いただいた。各インフォーマントの性別と年齢、
出身地の内訳は以下の通りである。 
インフォーマント 1: 女性 23 歳 湖南省/インフォーマント 2: 女性 23 歳 北京市/ 






は見られなかった。次に②のテーマについてはインフォーマント 3 人とも 2 つの擬音語の
間には違いはあるとしたが、実態音の大小に関しては誰も話題には挙げなかった。そこで
多少誘導的ではあるが、筆者の方から実態音の大きさを表す際に何か違いはあるかどうか













ろ調査 A の結果としても得られた使用頻度などが関係しているように感じられた。 
 
3.3. 調査 C 
3.3.1. 調査方法 
 北京大学漢語言語学研究センター(北京大学汉语语言学研究中心)によって開発された現
代漢語コーパスを使用し、表 2 にある計 16 個の擬音語について調査を実施した。このコー
パスはインターネット上で公開されており、新聞記事や文学作品、映画などから抽出され








 以下に調査結果を表で示す。なお、a の用例数と b の用例数の差が 2 倍以上の場合は、
多い方の用例数に下線を引いた。 
 
表 6: 調査結果 
 a b 
 調査対象の擬音語 用例数 調査対象の擬音語 用例数 
(1) ka’beng 咔嘣，咔崩 1 ga’beng 嘎嘣，嘎崩 6 
(2) ka’zhi 咔吱，喀吱 1 ga’zhi 嘎吱 77 
(3) kuang’dang 哐当，匡当 51 guang’dang 咣当 58 
(4) kuang’lang 哐啷，匡啷 54 guang’lang 咣啷，咣郎 22 
(5) pu’dong 扑咚，噗咚 52 bu’dong 卜咚，卟咚，卜东，卟东 1 
(6) pu’tong 扑通，噗通，扑嗵，噗嗵 461 bu’tong 卜通，卟通 13 
(7) tang’lang 嘡啷 0 dang’lang 当啷 98 





































「現代漢語コーパス」http://ccl.pku.edu.cn:8080/ccl_corpus/index.jsp?dir=xiandai (最終閲覧日 2011/1/5) 
